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3．「首都圏の言語」をめぐる概念と用語に関して（鑓水兼貴） ·······························  39 
 （１）はじめに 
     新しい世代の方言使用を説明する枠組／研究背景の変化／首都圏構成員の変化／ 
 （２）地域としての「首都圏」 
－viii－
     東京・首都／旧東京 15 区・東京 23 区／多摩地域・都下／首都圏／ 
     中心・周辺関係からみた首都圏／構成員における「はえぬき」の割合 
 （３）「首都圏の言語」を考えるための観点 
     標準語⇔共通語／公的⇔私的／方言⇔俗語／意識⇔無意識／理解⇔使用 
 （４）「新方言」「ネオ方言」と首都圏の言語 




4．【講演】私のとらえたい東京語（飛田良文） ····················································· 55 






















     非標準形の分布概観／首都圏若年層における非標準形の分布境界 
 （４）使用意識の地域差 
     使用意識に地域差はみられるか／非標準形カタスの普及経路 
 （５）まとめ 
      
－ix－
６．飛田良文「東京語調査」の概要 
―山手線・青梅線・総武線を中心に―（竹田晃子） ········································ 84 
 （１）本稿の目的と資料の経緯 
 （２）調査の概要 
     企画立案と調査全体の概要／調査方法（地点・話者）／調査項目（言語意識）／ 
     調査項目（言語項目）／調査結果の集計 
 （３）調査結果 





 付録：飛田良文「東京語調査票」1994-1999 調査項目一覧 
 
７．埼玉県西部地域における伝統的方言の分布調査の経過報告 




 （４）地図例の紹介 ―３点に注目して― 




８．「全国若者語調査」における言語伝播モデル（鑓水兼貴） ································· 129 
 （１）はじめに 
     若者語とは／若者語の地理的研究の意義 
 （２）全国若者語調査 
     調査準備／調査の実施（調査期間 調査項目 生育地）／ 
     言語地図の作成（作図方法 地図の特徴 地図の注意点） 
 （３）分析 
     全国規模の地域差（関西圏中心の分布 首都圏中心の分布）／ 
     中心部から周辺部への伝播（各地方の中心部への普及 大都市間の相互伝播）／ 
     属性差に含まれる地域差（男性のみに現れる地域差 女性にあらわれる地域差） 
 （４）まとめ 










     「～てもらう」による受益明示の積極性とは／受益を必ずしも明示しない方言／ 
     受益を積極的に明示する方言 
 （６）待遇表現的使用 
     「～てもらう」の待遇表現的使用とは／待遇表現的使用の活発な関西・近畿方言／ 
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 （１）東京アクセントの変化 ―『東京語アクセント資料』（1985）から 
 （２）東京アクセントの地域差 
 （３）東京アクセントの地域差と世代差 ―『東京語音声の諸相(3)』（1993）から 
 （４）方言アクセントの共通語化（東京アクセント化） 









     調査方法／話者／調査語例 
 （４）小田原市方言のアクセント体系 
     名詞／動詞／形容詞 
 （５）古相の保持 











 （５）音調をつくる規則とその適用の解釈 ―二人の話者を例に― 
 （６）「曖昧アクセント」という久喜市アクセントの位置づけ 
 
13．データ統合・共有を目指した Web 言語地図の構築 
   ―成果公開サイト「日本大学文理学部 Web 言語地図」の試み― 
（林直樹・田中ゆかり）【『語文』145（2013.3）より再録】 ···························· 208 
 （１）はじめに 
 （２）「日本大学文理学部 Web 言語地図」概要 
 （３）言語地図の描画 
     言語情報データ／話者情報データ／鉄道駅データ 
 （４）言語データの統合・共有 
     試行データ／データ形式の統合 
 （５）言語データの管理 
     参加登録／管理画面による言語データの管理 









































     フロアガイドとは／フロアガイド調査概要／フロアガイド調査結果／ 
     フロアガイド追加調査／フロアガイド調査のまとめ 
 （４）メッセージからみた秋葉原 
     メッセージの定義と調査概要／メッセージ調査報告と分析 
     メッセージ免税店追加調査／メッセージ調査のまとめ 
 （５）Web 上の店舗サイトからみた秋葉原 
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 （１）はじめに 
     東日本大震災の発生と原発事故による避難／方言への関心と取り組み 
 （２）国語教育の現状と課題 ―国語の授業を考える― 





     「しっぽのやくめ」の授業例／ことばの力は育っているか／ 
ことばを大事に考える授業とは／国語の授業で最も大切なこと 
 （４）方言教材の必要性 
     ことばのゆれ／方言を調べよう 
 （５）これからの国語教育 
     子どもたちの将来のことばを形作る教育／地域素材を見つける ―学校用語の地域差／ 






【『国立国語研究所論集』6（2013.11）より再録】 ·············· 279 
（１）はじめに 
（２）首都圏の言語について 
    「首都圏」の範囲／首都圏若年層の言語について／ 
首都圏若年層における地理的調査の必要性 
（３）首都圏若年層に対する効率的な調査 
    調査コストを低くする必要性／授業時を利用した大学生に対するアンケート調査／ 
    回答意欲を高める調査／授業を妨害しない調査／授業で活用可能な調査システムの必要性 
（４）言語地図形式による回答結果の自動出力 
    言語地図作成の工程／言語地図作成の自動化／回答データ入力の自動化 
（５）携帯メールを用いた調査 
    インターネット経由での回答データの収集／WEB 調査と携帯メール調査の比較 
－xiv－
 （６）ＲＭＳシステム 
     ＲＭＳシステム概要／各段階の説明／複数の調査の組み合わせ 
 （７）ＲＭＳシステムを利用した調査例 










     内容／企画の経緯／公開部分の選定 
 （５）首都圏の言語に関する研究文献目録 
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